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【大発見】 ；中国会計ソフトは？ ？  
 中国会計ソフトで「大発見』いたしました。信じられない！  可笑しい！  そんな

出来事で、思わず「ウソー！ 」と言っていました。 

 

 『決算書に数式が算入できる』会計ソフトだったと初めて知りました。つまり、決

算書の各欄に、Excel と同じように数式を入れられて、仕訳や余額表（試算表）と無

関係に、無連動で、別に、数字を変更した決算書を作成できるのです。 

 

 日本本社や日本の会計人にとっては「コペルニクス；地動説」と同じような大ショ

ックになります。税務局へ提出した B/S、P/L と同じ決算書であるかと確認する必要

が出てきました。中国会計とは、ルールが「大変に厳格だ」と思っていました。例え

ば、次のような「不可能」な事柄もあります。 

・ 毎月の決算後には、仕訳；伝票を修正できない。摘要でも不可能？  

・ 償却費ソフトで一度設定すると、償却期間や残存価値等の修正は不可能？  

  

修正 日系ソフト  中国系ソフト  

仕訳 

・伝票 

「ガード」を外せば、決算

後でも可能 
毎月の決算を実行したら、不可能

決算書 

ノミ修正 

不可能 

；必ず、仕訳から修正する

可能 

；詳細は不明？ ？  
 

決算書の「どの欄をどのように変更できるか？ 」「どの会計ソフトでも出来るか？ 」

との問合せに対しての返事は、『このレベルの会計ソフトに関わりたくありません』

になります。会計ソフトを使用している他の中国現地法人では、どうなっているのでしょう

か？ 

さすがに、目の前で見せられますと約5年ぶりに会計分野での「ウソー」が、出てきました。 

でも、最新版の会計ソフトだと、決算書は固定算出になっているかもしれません？？                

 （F：記） 
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